
 

岡山県立大学開学 30 周年記念誌制作業務に係る仕様書 

 

制作する開学 30 周年記念誌は、概要版と本編の構成とし、仕様は以下のとおり

とする。 

 

１ 印刷仕様 

（１）部数 各 700 部 

（２）刷り、頁数等 

   (概要版)16 ページ、オフセット印刷、４色刷（表紙・裏表紙のみマットＰＰ

加工） 

(本編)表紙・裏表紙２ページ、本文 120 ページ以内 

（うちカラー60 ページ以内、白黒 60 ページ程度） 

カラーページはオフセット印刷、４色刷（表紙のみマットＰＰ加工） 

２ 校正 

・文字校正３回 

３ 用紙仕様 

（１）(概要版) ＜表紙＞コート紙 93.5kg ＜本文等＞カラー部分 62.5kg 

(本編)＜表紙＞アートポスト 125kg  

＜本文等＞カラー部分コート 76.5kg、白黒部分 48.5kg 

（２）仕上がり Ａ４判 

（３）製本仕様 (概要版)中綴じ (本編)くるみ製本仕上げ（背表紙あり） 

４ 作業内容 

・①表紙デザイン、②年表（見開き２ページ）、③「データで見る県大」の作成

（本学ホームページを下にスクロールした箇所を参照） 

・原稿に基づく本文の作成、画像の挿入。 

・提供したイラスト、図等を参考に、作成が必要な箇所が一部ある。 

・図案の使用に当たり、商標調査等を行った上で提出すること。 

・納品物の著作権は岡山県立大学に帰属すること。 

・本学指定のロゴマークを使用すること（表紙） 

・ページの順序、見出し（項目）を整えること。 

５ 特集記事（本編） 

・本学を会場に、座談会を２件実施し、静止画像撮影（アのみ）、文字おこし、

編集を行う。所要時間はそれぞれ１時間程度を要する。編集は、各１万字程

度にまとめる。(座談会の立会はアのみで可。イの音声データは座談会実施後

に本学から提供する。) 

ア 座談会Ⅰ：「岡山県立大学が目指すもの（仮）」４名参加（画像４枚） 

イ 座談会Ⅱ：「岡山県立大学で学んだこと（仮）」６名参加 

６ 入稿方法 電子媒体（本文：Microsoft Word 等） 

７ 納入期限 電子媒体、印刷冊子：令和５年５月 19 日（金） 



 

８ 納入場所 

   岡山県立大学本部棟２階地域連携・研究推進課 

９ その他 

・支払時期は、納品物の検査確認後の精算払いとする。 

・印刷物の納品とは別に次の最終版電子媒体を CD-R にて提出すること。 

・Microsoft Word データ（編集可能なもの） 

・PDF データ（「しおり」をつけて項目を明示し、全文検索可能なもの） 

・デジタルデータ（ポジ、ネガフィルムで作成した写真６枚程度） 

 



岡山県立大学開学30周年記念誌　構成

【概要版】

学長挨拶、基本理念

岡山県立大学の30年の歩み（年表）

データで見る岡山県立大学

資料編

【本編】

寄稿 学長

岡山県知事

後援会長

同窓会長

第1部 岡山県立大学開設の経緯と30年の歩み

第2部 座談会Ⅰ 岡山県立大学が目指すもの【仮題】

座談会Ⅱ 県立大学で学んだこと【仮題】

第3部 教育・研究の歩み

学部・学科

保健福祉学部

情報工学部

デザイン学部

共通教育部

大学院

保健福祉学科研究科

情報系工学研究科
デザイン学研究科

附属図書館
全学センター
短期大学部

第4部 教育プロジェクト
第5部 地域貢献・社会貢献
第6部 国際交流
第7部 支援団体
第8部 随想、メッセージ
第9部 資料編

目次等（項目名は仮置）

目次等（項目名は仮置）



岡山県立大学開設の経緯と30年の歩み

年度 月 岡山県立大学 月 社会の出来事

1986年度 11月 岡山県高等教育検討委員会設置 5月 英チャールズ皇太子、ダイアナ妃来日

（昭和61） チェルノブイリ原発事故

1988年度 9月 県立大学構想検討委員会設置 4月 瀬戸大橋開通

（昭和63）

1989年度 12月 県立大学建設地を総社市窪木地区と決定 11月 ベルリンの壁崩壊

（平成元）

1991年度 10月 県立大学基本構想発表 12月 ソビエト連邦解体

（平成3）

1992年度
（平成4） 12月

県立大学・同短期大学部設置認可
岡山県立大学条例公布（平成19年3月廃止）

10月 PKO協力法成立、自衛隊をカンボジアに派遣

1993年度 4月 6月 皇太子殿下 小和田雅子さんとご結婚

（平成5） 11月 ＥＵ発足

1997年度
（平成9）

4月 大学院　保健福祉学研究科（修士課程）、情報系工学研究科
（修士課程）設置

4月 消費税５％に引き上げ

7月 香港 英植民地から中国に返還

2月 郵便番号が３桁から７桁に

2・3月 長野冬季オリンピック・パラリンピック開催

1998年度 4月 大学院　デザイン学研究科（修士課程）設置 6月 サッカーＷ杯フランス大会開幕 日本が初出場

（平成10） 2月 NTTドコモ iモードサービス始まる

1999年度 4月 大学院　情報系工学研究科（博士後期課程）設置 8月 国旗・国歌法成立

（平成11） 12月 コンピューター2000年問題 各分野で警戒

2000年度 6月 共同研究機構設置 4月 介護保険制度スタート

（平成12） 10月 鳥取県西部地震

2002年度
（平成14）

4月 保健福祉支援センター設置
メディアコミュニケーション支援センター設置

4月 学校週５日制 毎週土曜日が休みの完全実施

8月 住民基本台帳ネットワーク（住基ネット）スタート

2003年度 4月 大学院　保健福祉学研究科（博士後期課程）設置 4月 日本郵政公社発足

（平成15） 6月 サテライトキャンパス設置（平成18年7月廃止） 12月 テレビ地上デジタル放送開始

2005年度 8月 全学教育研究機構設置 4月 JR福知山線脱線事故

（平成17） 10月 地域共同研究機構設置（令和2年3月廃止）
共同研究機構を産学官連携推進センターに名称変更（令和2年
3月廃止）
保健福祉支援センターを保健福祉推進センターに名称変更
（平成29年3月廃止）
メディアコミュニケーション支援センターをメディアコミュ
ニケーション推進センターに名称変更（平成24年3月廃止）

6月 「クールビズ」開始

2006年度
（平成18）

4月 情報工学部　スポーツシステム工学科設置
デザイン学部　学科再編（デザイン工学科・造形デザイン学
科設置）

6月 65歳以上の高齢者の割合 初めて20％超 高齢社会白書

3月 短期大学部閉学 3月 北海道夕張市が財政破綻

2007年度
（平成19）

4月 公立大学法人岡山県立大学設立
保健福祉学部　保健福祉学科改組

10月 郵政事業 民営化

2008年度 4月 健康・スポーツ推進センター設置（平成27年3月廃止） 4月 「後期高齢者医療制度」スタート

（平成20） 7月 i Phone 日本で発売

9月 米の大手証券会社リーマン・ブラザーズが経営破綻

2010年度
（平成22）

4月 大学院　情報系工学研究科人間情報システム工学専攻（博士
前期課程）設置
大学院　デザイン学研究科（修士課程）再編（デザイン工学
専攻、造形デザイン学専攻設置）

4月
3月

高校の授業料実質無料化
東日本大震災（東北地方太平洋沖地震）
九州新幹線 博多～新八代間開通し全線開業

2011年度 4月 認定看護師教育センター設置（平成28年3月廃止） 7月 地上テレビのアナログ放送終了 地上デジタル放送に移行

（平成23）

2012年度 4月 福祉・健康まちづくり推進センター設置（平成27年3月廃止） 5月 「東京スカイツリー」オープン

（平成24）

2013年度
（平成25）

4月 保健福祉学部　保健福祉学科再編（社会福祉学専攻、子ども
学専攻設置）
大学院　保健福祉学研究科（博士前期課程）看護学専攻再編
（保健師国家試験受験資格取得）、情報系工学研究科（博士
前期課程）再編（システム工学専攻設置）

4月
6月

公職選挙法改正 インターネットによる選挙運動解禁
富士山が世界遺産に登録

2014年度
（平成26）

10月 大学教育開発センター設置
国際交流センター設置

4月 消費税５％→８％

2015年度
（平成27）

4月 情報工学部　スポーツシステム工学科を人間情報工学科に名
称変更
全学教育研究機構を共通教育部に名称変更
教育研究開発機構設置（平成31年3月廃止）
総合情報機構設置（平成31年3月廃止）
情報基盤活用推進センター設置
広報メディア開発センター設置
地域連携推進センター設置（令和2年3月廃止）

9月 安全保障関連法案成立

10月 学術研究推進センター設置 10月 マイナンバー法施行

2016年度 4月 COC+推進室設置（令和2年3月廃止） 4月 熊本地震
（平成28） 12月 学生支援室（SAS）開設 6月 改正公職選挙法施行 選挙権18歳に
2018年度 7月 平成30年7月豪雨災害のため学内に避難所を設置 7月 平成30年7月豪雨災害で県内に甚大な被害

（平成30）
2019年度

（令和元）
4月 5月 「令和」に改元

10月 消費税８％→１０％（標準税率）

2020年度
（令和2）

4月 地域創造戦略センター設置
国際交流センターをグローバルラーニングセンターに名称変
更
アドミッション・高大連携センター設置

4月
7月

新型コロナ感染拡大で緊急事態宣言発令
レジ袋有料化スタート

2021年度
（令和3）

4月 保健福祉学部　学科再編（現代福祉学科・子ども学科設置）
デザイン学部　学科再編（ビジュアルデザイン学科・工芸工
業デザイン学科・建築学科設置）
地域創造戦略センター吉備の杜推進室設置

7・8月
9月

東京オリンピック・パラリンピック開催
デジタル庁始動

開学（保健福祉学部、情報工学部、デザイン学部、短期大学
部）

キャリア・学生生活推進センター設置
大学教育開発センターを教育開発センターに、情報基盤活用
推進センターを総合情報推進センターに名称変更


